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「ｇｏｏｄ ｅｎｏｕｇｈ」な毎日を！ 

広戸小学校 学校だより 

NO.４ 

令和８年６月２６日発行 

（文責 校長 大西 哲也） 

 

みなさんは、今の自分自身のことを どう評価していますか？ 自分自身を価値あるものとして評価する感情のこ

とを「自尊感情」といいます。学校では、「自己肯定感」という言葉をよく使います。ほぼ同じ意味で扱われてい

ます。自尊感情とは、『自己評価』です。他の誰かが評価するものではありません。そして、自尊感情は、「高けれ

ば高い方がよい」というものでもないようです。自尊感情の「高さ」だけが重要ではなく、むしろ「質」が問われ

るようです。ある研究者によると、自尊感情は以下の２つに分けることができるそうです。 

    ｖｅｒｙ
ベ リ ー

 ｇｏｏｄ
グ ッ ド

 （とてもよい） ・・・ 他者とくらべて 自分は すぐれている 

    ｇｏｏｄ
グ ッ ド

 ｅｎｏｕｇｈ
イ ナ フ

 （これでよい） ・・・ 自分は完ぺきではないけど、よい点もそうでない点も 

                                ひっくるめての自分として 受け入れる 

 

私は、ｇｏｏｄ ｅｎｏｕｇｈな自尊感情こそ、今の時代に必要だと感じています。現代社会は、少し前にくらべて「自

分をまるごと受け入れる」ことが難しくなっています。一つ例を挙げると、ＳＮＳの投稿。アップロードされた写真

や動画を閲覧すると、「自分もああなりたい」「あんな写真（動画）をアップして人からよく思われたい」など、

他者と自分を比較した切迫感や同調圧力のようなものが生まれやすくなります。このように、ｖｅｒｙ ｇｏｏｄを追

い求めすぎると、ありのままの自分を受け入れることが難しく、気持ちが不安定になります。 

ｇｏｏｄ ｅｎｏｕｇｈ（これでよい）な自尊感情は、言い換えれば「自分なりの満足感」です。評価者は他の誰でも

ないあなた自身。自分で満足するポイントを決めてよいのです。・・・ここで注意したいのは、「自分なりの満足

感」と「『このくらいでいいや』というあきらめ」は違うということです。例えば、あなたにライバルがいて、全力

で競ったけれど負けてしまったとします。負けたのは悔しいけど、一生懸命努力した自分をほめてあげるのが

「自分なりの満足感」であり、good ｅｎｏｕｇｈな自尊感情です。最初から「どうせ勝てないからいいや」と努力

を放棄するのは、ただのあきらめです。あきらめてしまえば満足感は得られません。 

みなさんの自尊感情は、very ｇｏｏｄ と good ｅｎｏｕｇｈ、どちらでできているでしょうか？二者択一ではなく、

どちらの割合が多いか で考えるのがよいでしょうか。もし、very goodが多くてもノープロブレム。なぜなら、

「評価者は あなた自身」だから。自分の価値は自分で決めることができます。 今の自分は very ｇｏｏｄ が

多いなと感じたなら、少しずつ good ｅｎｏｕｇｈを増やそうと意識すれば OKです。誰に見られるわけでも、口

出しされるものでもありません。 

学校では、職員がｇｏｏｄ ｅｎｏｕｇｈで 子どもたちに接していきたいと考えています。ご家庭や地域でも、ぜひ 

ｇｏｏｄ ｅｎｏｕｇｈで 子どもたちに接してほしいと思います。子どもは身近な大人を見て真似るものです。行動

や口癖はもちろん、思考も真似します。大人のｇｏｏｄ ｅｎｏｕｇｈな姿を見て、子どもたちも自分なりの満足感に

包まれた生活を送ってくれたら嬉しいですね。 

まずは、学校（職員）、家庭（保護者）、地域のみなさんが good ｅｎｏｕｇｈな毎日を！ 

 

 

みんなが 輝く 広戸っ子 



5～６月の 輝く 広戸っ子 
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閲覧数が増えています 

  ありがとうございます！ 

職 名 氏 名 

校  長 高橋  寿美 

教  頭 江見 和彦 

1 年 担 任 豊岡  幸 

2 年 担 任 山下 純一 

3 年 担 任 岡 奈補子 

4 年 担 任 岡田 真弓 

5 年 担 任 頼実 壯明 

6 年 担 任 安東菜津美 

非 常 勤 講 師 平田  幸 

養 護 山本  和 

事 務 主 事 小谷 昌弘 

教 育 支 援 員 塩川 千加 

給 食 支 援 員 髙橋 規子 

英 語 支 援 員 福島ゆう子 

スクールカウンセラー 中上恵利子 

スクールソーシャルワーカー 谷口 聡子 

図 書 整 理 員 未 定 

校務軽作業（兼務）     赤松 良明 

 

《原爆ドームの前で》                          

 

5／29～30 5，6年生が修学旅行へ 

～平和・歴史・集団生活(マナー)を学びました～ 

とくに『平和』について考える機会となりました。 

被爆体験者の八幡照子さんのお話から、戦争の悲惨

さと平和の尊さ、そして日常の平和を守り続けるこ

と、今の子どもたちには、しっかり勉強を頑張って

ほしいことなど、大切なメッセージをたくさん受け

取りました。 

原爆ドームと厳島神社の 2 つの世界遺産を見て感動

したり、ヒロシマを訪れた外国人の方と積極的に交

流したり･･･と、ふだんは味わえない貴重な体験が

できた学びの旅となりました。 

 
《手で植えるのは 楽しかったよ！》 

 

6／4 全校での田植え 

昨年度まで５年生中心に実施していた米作り体験を、今年度より全校での取組と

しました。プール北側の田んぼをお借りしての田植えには、５年生保護者のみな

さん、地域のみなさん、美作大学の学生さんなど多くのボランティアさんにご協

力いただきました。 

素足で田んぼに入り、手で苗を植える体験が初めてという児童も多くなっていま

す。泥の感触を楽しみながら、米作りのたいへんさの一端を体感できました。秋

には、稲刈りをして収穫の喜びを味わう予定です。 

ボランティアの皆様、たいへんお世話になりました。ありがとうございました。 

全員で大の字浮き（１，２年） 

 

安全に 楽しく  

プールでの学習 

天候に恵まれ、低学年は水遊び、

中・高学年は水泳の学習が順調に

進んでいます。 

自分のめあてにむかって、楽しみ

ながら上達しています。 

７月も がんばろう！ 

けのびからバタ足、クロールへ（3～6 年） 

 

たいへんお世話になりました   ６/１９地区懇談会、６/２３学校公開日 

 

地区懇談会には、保護者のみなさんや地域のみなさんの多数の参加 

がありました。皆様からの温かい励ましや要望をしっかり受け止め、 

今後の学校教育活動に反映させていこうと考えています。 

23 日の学校公開日も、たいへんお世話になりました。とくに午後からの 

平和集会と救急法講習会には多くの方の参加がみられました。 

楽しい夏休みにむけて、７月も学習・生活のまとめをがんばります！ 
 


